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【 施策名： (2) 計画・設計から管理までの各段階における最適化 【3】管理の見直し 】

道路構造物の効率的な管理手法によるコスト削減道路構造物の効率的な管理手法によるコスト削減

日本道路公団

概　要：道路構造物の劣化予測や最適な補修工法の選定を行うことにより、道路構造物
　　　　の使用期間中に必要な管理コスト（ＬＣＣ：ライフサイクルコスト）を最小化
　　　　する効率的な管理手法を構築
　　　　従来）状態の悪いところから手当てを行う対処療法的な管理手法
　　　　今後）中長期的視点からＬＣＣを最小化するような管理手法

効　果：
　○老朽化が増加する道路構造物に必要な管理コストの平準化とトータルコストの削減
　○道路構造物の延命化により、社会的影響の大きい大規模補修や更新の最小化
　○社会インフラの道路管理者として、説明責任の客観性を確保
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